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一般演題 1
『インターベンショナル』

2 月 22 日 （土）

第１会場  5階 （多目的ホール）

会長講演 9:15～9:30

みんなで関わろう 集学的治療

座長 ： 細川 豊史 （洛和会丸太町病院）

演者 ： 伊達 久 （仙台ペインクリニック）

シンポジウム 1 多職種によるチーム医療の研修 9:30～11:00

座長｜上野 博司 （京都府立医科大学 麻酔科学教室）

 細越 寛樹 （関西大学 社会学部 社会学科 心理学専攻）

地域一般病院における慢性疼痛診療体制と人材育成の現状と課題

笹良 剛史 （社会医療法人友愛会 豊見城中央病院 全人的痛みセンター 麻酔科・緩和ケア内科）

一般病院の心理師が慢性疼痛治療に関わる際のスタンスと課題

神谷 信輝 （社会医療法人友愛会 豊見城中央病院 心理相談室）

健康運動指導士が慢性疼痛のチーム医療に参画して見えた事～偶然から必然に～

小幡 美和 （社会医療法人友愛会 豊見城中央病院 医療技術部付）

慢性疼痛、難治性疼痛に対するチーム医療 - 仙台ペインクリ二ックの取り組み

伊藤 裕之 （仙台ペインクリニック 麻酔科）

慢性疼痛診療における公認心理師の役割

小林 なぎさ （新潟医療福祉大学、仙台ペインクリニック）

慢性疼痛診療の理学療法士の役割

大友 篤 （仙台ペンクリニック リハビリテーション科）

教育講演 1 11:10～12:10

患者さんとの協働意思決定を促進する対話のスタイル～MIを臨床活用するメリット～

座長 ： 笠原 諭  （東京大学医学部附属病院 麻酔科・痛みセンター）

演者 ： 北田 雅子 （札幌学院大学 人文学部）

ランチョンセミナー 1 共催：第一三共株式会社 12:50～13:50

脊椎疾患による神経障害性疼痛 −診断のコツと落とし穴−

座長 ： 中川 智刀 （特定医療法人白嶺会 仙台整形外科病院）

演者 ： 菅野 晴夫 （東北医科薬科大学 整形外科）

－ 1 －



ワークショップ 1 共催 ： 日本臓器製薬株式会社 14:00～15:50

慢性痛の心理アセスメント （10分間認知行動療法）

座長 ： 伊達 久 （仙台ペインクリニック）

演者 ： 堀越 勝 （前 国立精神神経医療研究センター 認知行動療法センター）

－ 2 －

スイーツセミナー 共催 ： 塩野義製薬株式会社 16:00～17:40

『慢性疼痛に対する運動療法・心理療法・薬物療法の役割と融合』

座長 ： 飯田 宏樹 （中部国際医療センター 麻酔・疼痛・侵襲制御センター）

松原 貴子 （神戸学院大学 総合リハビリテーション学部）

運動器の慢性疼痛診療における整形外科医の役割

川﨑 元敬 （国立病院機構 四国こどもとおとなの医療センター 疼痛医療センター、リハビリテーションセンター）

慢性疼痛に対する運動療法の役割と薬物療法・心理療法との融合：理学療法士の立場から

服部 貴文 （神戸学院大学 総合リハビリテーション学部）

慢性疼痛に対する心理学的アプローチ

武村 尊生 （東北福祉大学 総合福祉学部 福祉心理学科）

慢性疼痛の集学的治療における薬剤師の役割

岡本 明大 （三重大学医学部附属病院 薬剤部）

慢性疼痛に対する運動療法・心理療法・薬物療法の役割と融合

山口 重樹 （獨協医科大学医学部 麻酔科学講座）



第2会場  6階 （セミナールーム2）

一般演題 1 < インターベンショナル 1 > 9:20～11:00

座長｜小林 玲音 （昭和大学病院 麻酔科）

岩下 成人 （滋賀医科大学附属病院ペインクリニック科）

1-1 同側・同一椎間から挿入できた脊髄刺激電極埋め込術の１例

木村 信康 (湘南藤沢徳洲会病院)

1-2 両下肢薬剤性末梢神経障害に対する脊髄刺激療法の経験と考察

権藤 栄蔵 （順天堂大学医学部附属練馬病院 麻酔科・ペインクリニック）

1-3 腰椎椎間板ヘルニアに対する椎間板内治療の比較：後ろ向きコホート研究

小林 玲音 （昭和大学医学部 麻酔科学講座）

1-4 腰椎椎間板ヘルニアの病態から考えたL‘DISQ治療の有効性

伊藤 圭介 （東邦大学医療センター大橋病院 脳神経外科）

1-5 不対神経節パルス高周波療法が有効であった難治性外陰部痛の一例

増田 清夏 （医療法人徳洲会 湘南藤沢徳洲会病院 痛みセンター）

1-6 ペイン科の介入により両側乳房切除後疼痛症候群が改善した１症例

佐藤 英恵 （日本大学医学部麻酔科学系麻酔科学分野）

1-7 下肢虚血性疼痛へSCS埋め込みにより疼痛緩和を得られた症例

泉本 亮二 （公益財団法人日本生命済生会日本生命病院 リハビリテーション室）

1-8 腰部脊柱管狭窄症による慢性腰下肢痛に対して脊髄刺激療法が著効した1例

安藤 貴宏 （名古屋大学医学部附属病院）

1-9 頚部筋筋膜性トリガーポイントを有する片頭痛患者の中枢性感作

足立 功浩 （サカイ脳神経外科 / 聖隷クリストファー大学大学院）

1-10 人工膝関節置換術の遷延性術後痛に高周波熱凝固が有効であった1例

太田 晴子 （名古屋市立大学大学院医学研究科 麻酔科学・集中治療医学分野）

1-11 静脈孔神経鞘腫術後に発症した慢性頚部疼痛の一例

唐仁原 慧 （東京医科大学 麻酔科学講座）

1-12 内服で疼痛コントロール不良であった椎間板性腰痛に対しインターベンション治療を行った2症例

南 学 （藤枝平成記念病院 脊髄脊椎疾患治療センター / 脊椎低侵襲内視鏡治療センター）

－ 3 －

一般演題 2 < 研究 （疫学・基礎） 1 > 11:05～12:20

座長 ： 伊藤 和憲 （明治国際医療大学 鍼灸学科）

鈴木 孝浩 （日本大学医学部麻酔科学系麻酔科学分野）

2-1 三叉神経痛に対する微小血管減圧術と手術シミュレーションソフトウェア 「GRID」

庄野 直之 （東京大学脳神経外科）

2-2 カプサイシン舌尖塗布による舌の疼痛モデルにおける表面麻酔薬の効果

榊 実加 （日本大学松戸歯学部 解剖学講座）



2-3 PHQ-15を用いた口腔顔面痛に合併する身体症状の心身医学的検証 （第二報）

田中 裕 （新潟大学医歯学総合病院歯科麻酔科）

2-4 慢性疼痛患者における初診時QSTと服薬の関係についての検討

道下 拓馬 （名古屋市立大学病院 診療技術部・リハビリテーション技術科）

2-5 CRPS患者の自律神経反応変化とその関連因子に関する予備的研究

城 由起子 （名古屋学院大学リハビリテーション学部 ・ 愛知医科大学医学部疼痛医学講座）

2-6 レーザー照射がC線維の表皮内神経痛覚閾値に与える影響

竹内 伸行 （高崎健康福祉大学 保健医療学部 理学療法学科

本庄総合病院 リハビリテーション科）

2-7 光照射による疼痛緩和方法の研究

三井 勝裕 （京セラ株式会社 研究開発本部 メディカル開発センター）

2-8 SUPER LIZER EX®による星状神経節近傍照射が自律神経に与える影響の検討

鈴木 皐平 （仙台ペインクリニック リハビリテーション科）

2-9 緩和ケア病棟における NEWS （National Early Warning Score） システムの有用性

西木戸 修 （昭和大学横浜市北部病院 緩和医療科）

ランチョンセミナー 2 共催：日本臓器製薬株式会社 12:50～13:50

トラマドールによる安全かつ効果的な慢性疼痛治療：Up to date

座長 ： 天谷 文昌 （京都府立医科大学医学研究科 麻酔科学教室）

演者 ： 松田 陽一 （大阪大学大学院医学系研究科 麻酔・集中治療医学教室）

－ 4 －

教育講演 2 14:00～15:00

口腔顔面痛～歯科医師からのメッセージ～

座長 ： 今村 佳樹 （日本大学歯学部 特任教授）

演者 ： 小見山 道 （日本大学松戸歯学部付属病院 口・顔・頭の痛み外来）

教育講演 3 15:10～16:10

慢性疼痛診療における看護師の役割
～慢性疼痛患者と家族がその人らしく生きるための支援とは～

座長 ： 佐藤 今子 （日本大学医学部附属板橋病院）

演者 ： 安藤 千晶 （東京都健康長寿医療センター研究所 研究員

清泉クリニック整形外科東京五反田 外来看護師）

関逓・関東病院ペインクリニック同門会セッション 16:20～17:20

関逓関東同門会 （関東逓信病院、NTT東日本関東病院） の成り立ちと今後

座長 ： 平川 奈緒美 （医療法人 平川病院 麻酔科・ペインクリニック科）

演者 ： 安部 洋一郎 （NTT東日本関東病院 ペインクリニック科）



－ 5 －

一般演題 8 < 帯状疱疹 > 17:30～17:55

座長 ： 境 徹也 （佐世保共済病院 麻酔科）

8-1 帯状疱疹罹患後のC5/6領域筋力低下で肩痛が増悪した1症例

江原 弘之 （西鶴間メディカルクリニック リハビリテーション科）

8-2 帯状疱疹後の上肢麻痺に対し早期リハ介入により機能改善した症例

佐藤 亜莉奈 （仙台ペインクリニック リハビリテーション科）

8-3 帯状疱疹後神経痛の薬物・神経ブロック療法と運動療法の併用効果

運天 優拓 （医療法人豊誠会 牧港クリニック リハビリテーション科

神戸学院大学 総合リハビリテーション学部）



第3会場  6階 （セミナールーム1）

一般演題 3 < リハビリテーション 1 > 9:20～11:00

座長 ： 保岡 宏影 （保岡クリニック論田病院）

城 由起子 （名古屋学院大学リハビリテーション学部）

3-1 腋窩汗腺焼灼術後の腕神経叢障害が早期介入で改善した一例

西井 世良 （奈良県立医科大学付属病院ペインセンター）

3-2 慢性腰痛を有する高齢女性に対する

HAL腰タイプを用いた理学療法介入の効果：地域包括ケア病棟における一症例

橋本 渉 （タムス浦安病院 リハビリテーション科

千葉大学医学部附属病院 浦安リハビリテーション教育センター）

3-3 姿勢や腹筋機能に着目した運動療法を実施した慢性下腹部痛の一例

佐藤 雅文 （多摩センター痛みのクリニック）

3-4 セルフモニタリング下リハビリテーションで改善した慢性痛の症例

多和田 倫也 （牧港クリニック リハビリテーション科）

3-5 圧迫骨折患者に対する骨折部負担軽減治療の効果：症例報告

山本 菜祐 （静清リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

3-6 若年者下肢CRPSに対して漢方と理学療法が有効であった1症例

矢部 充英 （大阪公立大学大学院医学研究科麻酔科学講座）

3-7 患部の対側同部位に適用したTENSが奏功したCRPSの一例

佐々木 遼 （長崎大学生命医科学域 （保健学系）

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 理学療法学分野）

3-8 脊椎手術後症候群症例に対する脊髄刺激療法と理学療法の効果

菅野 恭平 （兵庫医科大学病院リハビリテーション技術部）

3-9 2回目のsilent manipulation (SM) 術後に炎症管理と運動療法を併用した凍結肩の1症例

水野 千秋 （おまえざき痛みのクリニック）

3-10 回復期リハにおけるaitの有効性に関する2症例報告

河瀬 智文 （静清リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

3-11 疼痛軽減体験が慢性疼痛患者の自己効力感に及ぼす影響

金原 一宏 （聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科）

3-12 シニアの慢性腰痛・膝痛に対するテーラーメイド運動療法の効果

松平  浩 （テーラーメイドバックペインクリニック （TMBC）

福島県立医科大学医学部疼痛医学講座

順天堂大学医学部麻酔科学・ペインクリニック講座）

－ 6 －



一般演題 4 < リハビリテーション 2 > 11:05～12:20

座長 ： 山口 重樹 （獨協医科大学医学部 麻酔科学講座）

高橋 紀代 （篤友会リハビリテーションクリニック）

4-1 仮想現実による歩行経験は慢性腰痛患者の運動恐怖感を軽減させる

佐久間 俊輔 （おまえざき痛みのクリニック ・ 聖隷クリストファー大学大学院）

4-2 ロッキング機構付きの座椅子が腰部の筋疲労に与える影響

藤谷 亮 （びわこリハビリテーション専門職大学 リハビリテーション学部 理学療法学科）

4-3 凍結肩における身体機能と肩関節可動域の関係について

新田 奨太  （所沢あかだ整形外科 理学療法士）

4-4 脊椎椎体骨折患者の退院後の身体活動量と腰背部痛の関連性

片岡 英樹 （長崎記念病院 リハビリテーション部

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 理学療法学分野）

4-5 慢性腰痛患者の身体活動量には，痛み自己効力感が強く影響する

河合 洋輔  （寺田痛みのクリニック）

4-6 運動誘発性鎮痛における運動の末梢構成要素の役割

－EMSによる筋収縮・関節運動は鎮痛を誘起するか？

大賀 智史 （神戸学院大学 総合リハビリテーション学部）

4-7 更年期女性の活動量増進は疼痛症状・調節能や体組成に影響を及ぼすか？

大賀 智史  （神戸学院大学 総合リハビリテーション学部）

4-8 身体活動量増進は女性特有の周期的疼痛に影響を及ぼすのか？

服部 貴文 （神戸学院大学 総合リハビリテーション学部）

4-9 高齢者の栄養状態が運動誘発性鎮痛とサルコペニアに及ぼす役割

山口 修平 （済衆館病院 リハビリテーション技術科

神戸学院大学大学院 総合リハビリテーション学研究科）

－ 7 －

一般演題 5 < 研究 （疫学・基礎） 2 > 14:00～15:05

座長 ： 木村 嘉之 （獨協医科大学医学部 麻酔科学講座）

三浦 一恵 （鶴見大学歯学部 歯科麻酔科学講座）

5-1 慢性疼痛に対するレーザー鍼 ・ photobiomodulation therapy の文献調査

石丸 圭荘 （SBC東京医療大学 健康科学部）

ランチョンセミナー 3 共催 ： ニプロ株式会社 12:50～13:50

座長 ： 加藤 実 （春日部市立医療センター ペインクリニック内科）

異なる視点から科学的に痛みを評価するために

演者 ： 井関 雅子 （順天堂大学医学部 麻酔科学・ペインクリニック講座）

痛みと知覚を数値化する有用性 ～ペインビジョンの臨床と応用～

演者 ： 三木 俊 （東北大学病院 生理検査センター）



5-2 はり師によるトリガーポイントの活用

皆川 陽一 （帝京平成大学 ヒューマンケア学部 鍼灸学科 ・ 帝京平成大学 東洋医学研究所）

5-3 ICU survivorの慢性疼痛に対するeHealth介入の検討：文献レビュー

木田 真胤 （横浜市立大学医学部看護学科 看護生命科学領域）

5-4 地域在住高齢者における痛みが身体活動とフレイルに及ぼす影響

樋口 大輔 （高崎健康福祉大学保健医療学部）

5-5 ペインクリニック治療はCatastrophizerの障害悪化を阻止できるのか？

藤原 亜紀 （奈良県立医科大学 麻酔科）

5-6 慢性疼痛患者のセルフ・スティグマに関する量的調査

小坂 智子 （こさか整形外科リウマチクリニック）

5-7 腰痛有訴者のattentional bias評価：Eye-tracking解析を用いた検討

下 和弘 （神戸学院大学 総合リハビリテーション学部）

5-8 後根神経節（DRG）から考える線維筋痛症の痛み

喜山 克彦 （喜山整形ハーブクリニック）

－ 8 －

一般演題 6 < 評価・診断 > 15:10～16:15

座長 ： 濱口 眞輔 （獨協医科大学医学部 麻酔科学講座）

山口 敬介 （順天堂大学医学部附属順天堂東京江東高齢者医療センター 麻酔科・ペインクリニック）

6-1 過去に下顎神経ブロックに難渋していた原因が、コンビームCTで判明した１症例

田辺 久美子 （岐阜大学大学院医学系研究科 麻酔科・疼痛医学分野）

6-2 慢性疼痛セルフケア支援アプリを用いた高齢者の語りからの評価

高井 ゆかり （群馬県立県民健康科学大学 看護学部）

6-3 痛覚変調性疼痛が肘関節術後の機能回復に影響を与えた１症例

坂本 千寿 （高月整形外科病院 リハビリテーション部）

6-4 帯状疱疹後神経痛として治療されていた片頭痛の1症例

赤嶺 智教 （友愛医療センター 麻酔科）

6-5 ブプレノルフィンテープにより消化器症状がマスクされ、

診断が遅れた可能性がある潰瘍性大腸炎の1症例

村上 翼 （高知大学医学部 麻酔科学・集中治療学講座）

6-6 下顎智歯抜歯後の下歯槽神経障害における急性期と慢性期の定量感覚試験の比較

中本 和花奈 （日本大学松戸歯学部 歯科麻酔学講座）

6-7 慢性頚部・上肢痛患者のADLに関連する因子と心理的要因の特徴

白木 捷斗 （寺田痛みのクリニック ・ 聖隷クリストファー大学大学院）

6-8 正中弓状靱帯圧迫症候群が判明し、治療後軽快した慢性腹痛の1例

松野 由以 （自治医科大学附属さいたま医療センター 麻酔科）



一般演題 7 < 心理 1 > 16:20～17:50

座長 ： 大岩 彩乃 （あびこ痛みのクリニック / 東京慈恵会医科大学）

田代 雅文 （熊本市民病院 麻酔科）

7-1 パニック症を疑った胸部痛の一症例

藤原 航太 （仙台ペインクリニック）

7-2 隔日で活動性低下が生じていた乳がん術後遷延痛症例への心理療法

酒井 美枝 （名古屋市立大学大学院 医学研究科 精神・認知・行動医学）

7-3 うつ状態を改善することで軽快した持続性特発性歯痛の症例

箕輪 麻友美 （八戸平和病院 麻酔科・ペインクリニック）

7-4 LEPが奏功しない月経前症候群が改善した1例

山口 純子 （解読カイロプラクティック）

7-5 顎変形症による慢性痛に対し認知行動療法と投薬で改善した症例

香川 惠太 （神奈川歯科大学 麻酔科学講座 歯科麻酔学分野）

7-6 休息困難な過活動患者へのリフレーミングが奏功した一症例

小池 杏奈 （大阪大学医学部附属病院 疼痛医療センター）

7-7 10年来の緊張型頭痛にバイオフィードバック療法が奏功した1例

坂崎 友哉 （関西医科大学 心療内科学講座）

7-8 様々な人格との対話が治療の転機となった解離性障害を伴う線維筋痛症の一例

松崎 洸史 （九州大学病院 心療内科）

7-9 COVID-19感染後発症の線維筋痛症に心身医学療法が奏功した一例

三澤 史明 （九州大学病院 心療内科）

7-10 見過ごされる境界知能慢性痛患者への支援 ―心理的課題と実践の方向性―

村上 安壽子 （順天堂大学医学部 麻酔科学・ペインクリニック講座）

7-11 対神経節ブロックと心理療法により難治性陰部痛が軽減した一例

田中 隆堂 （NTT東日本関東病院 ペインクリニック科）

－ 9 －



一般演題 1
『インターベンショナル』

2 月 23 日 （日/祝）

第１会場  5階 （多目的ホール）

教育講演 4 9:00～10:20

痛覚変調性疼痛 update

座長 ： 廣瀬 宗孝 （兵庫医科大学 麻酔科学講座）

演者 ： 加藤 総夫 （東京慈恵会医科大学・痛み脳科学センター）

シンポジウム 3 痛覚変調性疼痛の臨床 10:30～12:10

座長 ： 吉野 敦雄 （広島大学保健管理センター / 脳・こころ・感性科学研究センター）

渡邉 恵介 （奈良県立医科大学附属病院 ペインセンター）

文脈としての痛覚変調性疼痛

水野 泰行 （関西医科大学 心療内科学講座 ・ 関西医科大学附属病院 痛みセンター）

痛覚変調性疼痛の病態と治療戦略－理学療法士の立場から－

服部 貴文 （神戸学院大学 総合リハビリテーション学部）

心の構造から考える痛覚変調性疼痛の治療戦略

川居 利有 （公益財団法人がん研究会有明病院 腫瘍精神科）

教育講演 5 13:40～14:40

運動誘発性鎮痛EIHの恩恵と効果メカニズムの探究

座長 ： 高雄 由美子 （兵庫医科大学病院 ペインクリニック部）

演者 ： 松原 貴子 （神戸学院大学 総合リハビリテーション学部）

ランチョンセミナー 4 共催 ： 株式会社トップ 12:30～13:30

PRFの進化と可能性～慢性疼痛に対する集学的治療とともに～

座長 ： 伊達 久 （仙台ペインクリニック）

演者 ： 福井 聖 （愛知医科大学 痛み医療開発寄附講座）

－ 10 －



シンポジウム 6 運動誘発性鎮痛 14:50～16:20

座長 ： 松原 貴子 （神戸学院大学 総合リハビリテーション学部）

EIHの誘因と作用機序－骨格筋，関節，運動野はどう貢献するか－

大賀 智史 （神戸学院大学 総合リハビリテーション学部）

運動誘発性鎮痛EIHのバリア因子

山口 修平 （済衆館病院 リハビリテーション技術科）

慢性疼痛患者に対する運動処方の実際－EIH効果を高めるプラスα－

井上 雅之 （愛知医科大学病院 運動療育センター/疼痛緩和外科・いたみセンター）

－ 11 －

優秀候補演題 16:30～17:05

座長 ： 増田 豊 （昭和大学 麻酔科）

井関 雅子 （順天堂大学 麻酔科・ペインクリニック講座）

0-1 痛みに関する専門的知見を持つ看護師が実践する慢性疼痛のある患者への看護の実態

久留島 弘子 （武庫川女子大学大学院看護学研究科）

0-2 失感情症と慢性疼痛発症の関連及び抑うつ症状の影響：久山町研究

柴田 舞欧 （九州大学大学院医学研究院 衛生・公衆衛生学分野、九州大学病院 心療内科）

0-3 地域における慢性疼痛診療連携の取り組み ―八戸モデルの取り組み紹介と今後の課題ー

沼沢 拓也 （八戸市立市民病院整形外科）

0-4 疼痛感作が慢性疼痛に及ぼす影響 ： 定量的感覚検査を用いた疾患横断的多施設共同研究

服部 貴文 （神戸学院大学 総合リハビリテーション学部）



第2会場  6階 （セミナールーム2）

－ 12 －

シンポジウム 2 心理の会 9:00～10:30

座長 ： 有村 達之 （九州ルーテル学院大学 / 熊本大学病院 集学的痛みセンター）

川居 利有 （がん研有明病院）

痛み診療における心理職に期待する知識と技能

杉浦 健之 （名古屋市立大学大学院医学研究科 麻酔科学・集中治療医学分野 ・ 名古屋市立大学病院 いたみセンター）

慢性疼痛診療を心理師が輝ける場とするには

小松 修治 （熊本大学病院 麻酔科）

心理専門職を養成する大学教員の立場から

武村 尊生 （東北福祉大学 総合福祉学部福祉心理学科 ・ 獨協医科大学 医学部麻酔科学講座） 

シンポジウム 4 看護の会 10:40～12:10

慢性疼痛ケアに看護の基本があった！その人により添った看護からセルフケアへ

座長 ： 本 幸枝 （星総合病院 慢性疼痛センター）

坂田 幸代 （奈良県立医科大学附属病院 看護部）

不安障害、転換性障害、パニック発作を抱えた患者への集学的アプローチにおける看護師の役割

砂川 望美 （友愛会 豊見城中央病院 看護部 外来）

看護師診察がケアになり，対話を通して心理社会的要因を見出す

牛山 実保子 （日本大学医学部附属板橋病院 看護部 がん看護外来 緩和ケア痛みセンター）

難治性疼痛患者との関わりを通し、看護師が介入する意義について検討する

土井 陽子 （兵庫医科大学病院 慢性疼痛集学的治療チーム） 

外部資源との連携により復職を果たした慢性疼痛患者の1例

古市 晃礼 （星総合病院慢性疼痛センタ―） 

ランチョンセミナー 5 共催 ： P・マインド株式会社 12:30～13:30

座長 ： 世良田 和幸 （医療法人社団相和会 渕野辺総合病院）

交番磁界治療器 (エイト®) の疼痛緩和機序

演者 ： 河野 達郎 （千葉大学医学部附属病院 麻酔・疼痛・緩和医療科）

帯状疱疹後神経痛に対するエイトの使用経験

演者 ： 渡邉 秀和 （大崎ペインクリニック）



シンポジウム 5 口腔顔面痛の会 13:40～14:40

座長 ： 村岡 渡 （川崎市立井田病院 歯科口腔外科）

坂本 英治 （九州大学病院 顎口腔外科）

難治性慢性口腔顔面痛 1 ： 医原性の外傷性三叉神経ニューロパチー

河端 和音 （鶴見大学歯学部 歯科麻酔学講座）

難治性慢性口腔顔面痛 2 ： 口腔顔面の痛みを訴える身体症状症患者に対する治療経験

今泉 うの （神奈川歯科大学 麻酔科学講座 歯科麻酔学分野）

難治性慢性口腔顔面痛 3 ： 本人、家族間の交流に問題があったOFP１症例の治療経過から～

坂本 英治 （愛知医科大学病院 運動療育センター/疼痛緩和外科・いたみセンター）

－ 13 －

市民公開講座 15:00～16:30

座長 ： 伊達 久 （仙台ペインクリニック）

いい湯だな～痛みも和らぐ入浴の効用～

講師 ： 早坂 信哉 （岐阜大学大学院医学系研究科 麻酔科・疼痛医学分野）

あなたは大丈夫？～腰痛・猫背・狭窄症の傾向と対策～

講師 ： 松平 浩 （群馬県立県民健康科学大学 看護学部）



第3会場  6階 （セミナールーム1）

一般演題 9 < リハビリテーション 3 > 9:00～10:00

座長 ： 内野 博之 （東京医科大学病院 麻酔科）

川井 康嗣 （仙台ペインクリニック石巻分院）

9-1 一次性頭痛に対する頚部調整法の有効性

高木 二朗太 （湘南カイログループ）

9-2 退院後の遠隔リハビリテーションが生活目標の達成につながり

慢性疼痛のリスクが軽減した大腿骨転子部骨折の一症例

後藤 響 （社会医療法人 長崎記念病院 リハビリテーション部

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 理学療法学分野）

9-3 足関節捻挫を契機に発症したCRPS患者に対するVR療法の経験

梶原 和久 （兵庫医科大学病院 リハビリテーション技術部）

9-4 口腔顔面痛患者に対する運動療法の有用性

山口 亮 （港南ひだまりペインクリニック リハビリテーション科）

9-5 大腿骨近位部骨折術後患者の運動恐怖感が痛みに及ぼす影響

稲見 真志 （静清リハビリテーション病院）

9-6 痛覚変調性疼痛は慢性腰痛患者の運動誘発性鎮痛に影響するか？

丸山 佳輝 （田中整形外科 リハビリテーション科）

9-7 マルチモーダルアプローチによる慢性腰痛の改善例

－運動アドヒアランス困難を抱えた一症例－

池村 明里 （中部国際医療センター リハビリテーション技術部 / 麻酔・疼痛・侵襲制御センター

神戸学院大学 総合リハビリテーション学部）

－ 14 －

一般演題 10 < 薬物療法 > 10:05～11:05

座長 ： 間宮 敬子 （信州大学医学部附属病院 麻酔科）

岡本 健一郎 （昭和大学横浜市北部病院 緩和医療科）

10-1 神経障害性疼痛治療薬の副作用と継続率の当院での後ろ向き調査

加藤 賢治 （名古屋市立大学整形外科 ・ えさき整形外科リウマチ科）

10-2 非がん性慢性疼痛を抱えたがんサバイバーに対するオピオイド不適切使用の症例

穴山 玲子 （高知医療センター）

10-3 デュロキセチン不応慢性腰痛患者に対するエルカトニンの治療経験

鈴木 忠 （岩手医科大学 整形外科）

10-4 デュロキセチンが著効した難治性皮膚瘙痒症の一症例

窪田 武 （八戸平和病院 麻酔科）



10-5 高度腎機能障害がある超高齢者の足底痛に薬物療法が奏効した症例

境 徹也 （佐世保共済病院 ペインクリニック麻酔科）

10-6 視床出血による慢性中枢性神経障害性疼痛に対して薬物療法が奏効した一症例

上野 博司 （京都府立医科大学 麻酔科学教室）

10-7 漢方療法併用が有効であった術後遷延性疼痛の1症例

黒川 修二 （JA愛知厚生連 江南厚生病院 麻酔科）

－ 15 －

一般演題 11 <心理 2 > 11:10～12:20

座長 ： 細井 昌子 （九州大学病院 心療内科・集学的痛みセンター）

關山 裕詩 （帝京大学医学部 麻酔科・ペインクリニック科）

11-1 帯状疱疹関連痛（PHN）患者に対する認知行動療法により痛みの軽減が図れた一症例

吉田 賀一 （兵庫医科大学病院臨床心理部）

11-2 慢性疼痛に対する感情認識・表現療法(EAET)：文献レビュー

齊尾 武郎 （フジ虎ノ門整形外科病院内科・精神科）

11-3 ブリーフセラピーに基づく介入によって前胸部痛が改善した一例

内山 彩香 （仙台ペインクリニック ・ 東北大学大学院）

11-4 両足裏の慢性疼痛に対してブリーフセラピーが有効であった一症例

小林 なぎさ （新潟医療福祉大学 ・ 仙台ペインクリニック）

11-5 慢性肛門痛を呈する症例の疼痛と精神心理学的テストにおける入院前後での比較

堀内 大嗣 （大腸肛門病センター高野病院 リハビリテーション科）

11-6 「慢性の痛みの語りデータベース」からみる専門職者へのメッセージ

佐藤 幹代 （自治医科大学看護学部）

11-7 治療効果に差異が見られた痛覚変調性疼痛の2症例

兵 純子 （社会医療法人高清会 高井病院 ペインクリニック科）

11-8 破局的思考と不安の程度が鍼通電の鎮痛効果に与える影響

大井 康宏 （明治国際医療大学大学院）

ランチョンセミナー 6 共催 ：ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社 12:30～13:30

座長 ： 高雄 由美子 （兵庫医科大学 ペインクリニック部）

脊髄刺激療法の基礎と最新治療オプション

演者 ： 立山 真吾 （潤和会記念病院 ペインクリニック科）

32極で広がる疼痛治療の選択肢：臨床現場からの報告

演者 ： 佐藤 史弥 （兵庫医科大学 麻酔科学講座）



一般演題 12 < チーム医療 > 15:35～17:15

座長 ： 信太 賢治 （昭和大学横浜市北部病院 麻酔科）

加藤 実 （春日部市立医療センター ペインクリニック内科）

12-1 足関節捻挫を契機に発症したCRPS患者に対する看護師の関わり

土井 陽子 （兵庫医科大学病院 ペインクリニック部）

12-2 小児がんサバイバーにおける慢性疼痛管理と周麻酔期看護師の役割

鈴木 祐華 （聖路加国際病院 麻酔科）

12-3 骨髄炎と誤認された筋筋膜痛と神経障害性疼痛による歯痛の一例

千葉 雅俊 （山形県立中央病院 歯科口腔外科）

12-4 抜歯後疼痛が遷延した特発性歯痛に、

認知行動療法およびアミトリプチリンによる薬物療法が奏効した1例

渡邊 友希 （昭和大学歯学部 歯科補綴学講座 顎関節症治療学部門 ・ 昭和大学歯科病院 顎関節症治療科）

12-5 左下肢複合性局所疼痛症候群の患者に硬膜外刺激電極、リハビリテーションが奏功した症例

福元 智子 （九州大学病院 麻酔科蘇生科学教室）

12-6 帯状疱疹後神経痛患者と腰下肢痛患者における精神心理状態の比較検討

小林 如乃 （昭和大学 ストレスマネジメント研究所）

12-7 集学的診療での生物心理社会的文脈を重視した心理職のかかわり方

上田 健斗 （関西医科大学 心療内科学講座 ・ 奈良県立医科大学附属病院 ペインセンター）

12-8 治療意欲の低下や医療不信など心理的な問題に対し

集学的チームの心理士として介入を行ったCRPS患者の1症例

佐藤 和美 （兵庫医科大学病院 ペインクリニック部）

12-9 全身へ疼痛波及後, 集学的治療で運動機能改善を認めた一症例

細見 恭介 （奈良県立医科大学附属病院 医療技術センター）

12-10 直腸がんの慢性痛に対し、

リハビリテーション、心理ケア、不対神経節ブロックを用いた集学的治療が有効だった一例

大岩 彩乃 （あびこ痛みのクリニック ・ 東京慈恵会医科大学附属病院 ペインクリニック部）

12-11 当科で経験した肛門痛、陰部痛の12症例について』

中村 大輝 （社会医療法人 高清会 高井病院）

12-12 当院慢性疼痛集学的治療チームへの管理栄養士の配置と介入した症例』

西村 涼 （兵庫医科大学病院 臨床栄養部 ・ 兵庫医科大学病院 慢性疼痛集学的治療チーム）

－ 16 －

ワークショップ 2 13:40～15:30

コミュニケーションスキル

座長 ： 田邉 豊 （順天堂大学医学部附属練馬病院）

演者 ： 堀越 勝 （前 国立精神神経医療研究センター 認知行動療法センター）
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